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家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
う

シ
ジ
ミ
採

り
に
水
遊
び

十
三
湖
は
、
い
ま
シ
ジ
ミ
貝
取
り
に
訪
れ
る
観
光
客
で
大
に
ぎ
わ
い
。
遠
浅
の
湖
に
は
、
手
に
手
に

ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
持

っ
た
親
子
連
れ
が
繰
り
出
し
、
ヒ
ザ
ま
で
水
に
つ
か
り
な
が
ら
大
奮

戦
。
照
り
つ
け
る
日
差
し
の
中
で
、
「
あ

っ
た
あ

っ
た
、一
と
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
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広報しうら ②

許
す
な
酒
酔
い
暴
走

村
民
す
べ
て
が
決
起
を

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
が
、
　

　

て
い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
県
内
で
急
増
し
て
い
　
　
　
こ
の
た
め
、
六
月
十
二
日
に
は

ま
す
。
昨
年
は
年
間
ト
ー
タ
ル
で
　
　
つ
い
に
県
知
事
名
に
よ
る
交
通
事

死
亡
事
故
が
前
の
年
を
下
回
り
、
　

　

故
防
止
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

減
少
率
で
は
全
国
第
二
位
と
い
う
　
　
七
月
二
十

一
日
ま
で
そ
の
運
動
が

記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
二
月
ま
で
は
好
調
に
　
　
．
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
運
転
者

推
移
し
て
い
た
の
で
す
が
、
四
月
　
　
の
六
十
五
袢
は
、
二
十
九
歳
以
下

か
ら
は
増
加
の
傾
向
に
転
じ
、
特
　
　
の
若
者
で
、
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は

に
五
月
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
　
　
酒
酔
い
、
暴
走
に
よ
る
も
の
。
ル

が
十
六
人
と
な
り
、
前
年
同
期
と
　
　
―
ル
を
無
視
す
る
の
は
、
ほ
ん
の

比
較
し
て
六
人

（
六
十
智
）
の
増
、　
　
一
握
り
の
若
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん

六
月
は
十
七
人
で
前
年
の
同
じ
月
　
　
が
、
そ
の

一
握
り
の
無
謀
な
ド
ラ

に
比
べ
五
人
（四

一
・
七
ィ
）
の
増
　
　
イ
パ
ー
た
ち
に
よ
り
死
亡
事
故
は

と
い
う
異
常
な
ペ
ー
ス
で
増
加
し
　
　
ひ
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

き
ち
ん
と
ル
ー
ル
さ
え
守

っ
て

い
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
交
通
事
故
は

防
げ
た
は
ず
で
す
。
道
路
を
整
備

し
、
交
通
安
全
施
設
の
充
実
も
大

事
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に

運
転
す
る
人
た
ち
の
モ
ラ
ル
を
向

上
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
防
止
非
常
事
態
宣
言
″

こ
れ
を
機
会
に
、
ど
う
す
れ
ば

事
故
を
減
ら
せ
る
か
、
家
族
や
職

場
で
話
し
あ

い
を
深
め
て
み
た
い

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
交
通
事

故

防
止
に
、
あ
な
た
も
立
ち
あ
が

っ

―
寸
”
Ю
Ｉ

夏休み中の子どもを

.交通事故から守ろう

夏
の
交
通

安
全
運
動
は
、

七
月
二
十

一

四
日
ま
で
の

十
五
日
間
実

施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
＝

的
は
、
県
民

一
人
ひ
と
り

に
交
通
安
全

思
想
を
普
及

徹
底
し
、
交

通
ル
ー
ル
の

正
し
い
実
践

を
習
慣
づ
け

り
、
交
通
事

故
防
止
を
図

ま
た
、
連

動
の
重
点
＝

標
と
し
て
は
、

卜
　
夏
休
み
中
の
ｒ
ど
も
の
交
通

事
故
防
止
ｒ

２‐
　
歩
行
者
及
び
自
転
中
利
用
者

の
交
通
事
故
防
止
。

３ヽ，
　
飲
酒

・
暴
走
及
び
無
免
許
等

無
謀
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防



ス
ト
ツ
プ
・ザ
・交
通
事
故

サ
ア
／
次
は
千
日
達
成
だ

市
浦
村
で
は
、
交
通
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
村
民
総
ぐ
る
み
で

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
に
入
っ
て
市
浦
管
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
件
数
は
、
七
月
二
十

二
日
現
在
で
四
件
、
傷
者
七
名
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
同
月
に
比

べ
五
件
（五
十
六
智
）
二
人
含
二
十

拓
）
の
減
少
率
を
示
し
、
減
少
率

で
は
、
金
木
警
察
署
管
内
第

一
位

の
記
録
で
す
。

ま
た
、
交
通
に
よ
る
死
亡
事
故

ゼ
ロ
の
記
録
も
、
七
月
二
十
二
日

現
在
で

「七
百
八
十
五
日
」
を
達

成
し
、
去
る
六
月
二
日
に
は
、
五

月
二
十
八
日
で
事
故
ゼ
ロ

「
七
百

三
十
日
」
を
達
成
し
た
こ
と
に
よ

り
、
県
警
察
本
部
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
式
に
は
自
川
村
長
が
出
席

し
、
北
野
県
警
本
部
長
か
ら
栄
え

あ
る
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
て
い
ま

す
。市

浦
管
内
で
、
最
後
に
交
通
死

亡
事
故
が
あ

っ
た
の
は
、
昭
和
五

十
二
年
五
月
二
十
九
日
午
前

一
時

ご
ろ
、
県
道
鰺
ケ
沢
～
蟹
田
線
の

五
月
女
疱
地
内
で
、
小
泊
村
の
若

者
二
人
が
暴
走
し
て
道
路
わ
き
の

立
木
に
衝
突
し
、
即
死
し
た
も
の

で
す
。

こ
の
死
亡
事
故
以
来
、
交
通
安

全
協
会
市
浦
支
部
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
、
団
体
が
総
力
を
あ
げ
て

事
故
防
止
に
立
ち
あ
が
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
積
極
的
な
運
動
を

展
開
し
て
き
た
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
の
記
録

は
村
民
の
願

い
と
決
意
、
そ
し
て

村
民

一
人
ひ
と
り
σ
努
力
が
あ

っ

て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
、
村
民
が

一
九
と
な

っ

て
記
録
更
新
に
む
け
て
努
力
し
、

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
村
づ
く

り
を
す
す
め
た

い
も
の
で
す
。

今
年
、
春
の
異
動
で
金
木
警
察

署
か
ら
相
内
駐
在
所
へ
参
り
ま
し

た
。
函
館
出
身
の
道
産
子
で
、
下

北
育
ち
で
す
。

昭
和
二
十
七
年
に
警
察
官
を
拝

命
し
て
い
ま
す
が
、
南
部
地
方
の

勤
務
が
多

く
、
津
軽

へ
来
て
五

年
に
な
り

ま
す
。

四
月
の

定
期
異
動

で
、
五
所

川
原
警
察

署
か
ら
十

三
駐
在
署
に
赴
任
し
ま
し
た
。
五

所
川
原
警
察
署
時
代
は
、
警
察
の

事
故
防
止
に
愛
の
一
声
を

常

長

佐

賀

正

敏

金ヽ
本
警
察
署
相
内
射
作
所
）

駐
在
所
勤
務
は
初
め
て
と
い
う
　
　
い
夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
が
、
心

こ
と
で
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
不
安
も
あ

　

配
さ
れ
る
の
が
少
年
の
非
行
で
す

っ
た
が
本
署
勤
務
時
代

の
知
人

　

　

最
近
、
オ
ー
ト
パ
イ
や
バ
イ
ク

も
多
く
、
そ
れ
に
村
民
の
こ
ま
や
　
　
の
暴
走
が
日
立

っ
て
き
ま
し
た
。

か
な
人
情
に
支
え
ら
れ
生
き
が
い
　

　

本
人
の
自
党
は
も
ち
ろ
ん
で
す

の
あ
る
明
る
い
駐
在
生
活
を
過
し

　

が
、
ご
両
親
か
ら
も
十
分
注
意
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
く
だ
さ
い
。
少
年
は
、
将
来
国

犯
罪
や
事
故
の
な

い
明
る
い
村

　

や
村
を
背
負

っ
て
行
く
大
切
な
宝

づ
く
り
上
努
め
た
い
と
頑
張

っ
て
　
　
で
す
。
大
人
た
ち
は
お
互

い
に
受

ぉ
つ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

　

の

一
声
を
か
け
合

っ
て
、
少
年
を

ぃ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
楽
し

若
者
の
暴
走
に
歯
止
め

巡
査
　

奈
良
岡
　
明
　
博

（金
ホ
警
察
署
十
三
駐
在
所
）

顔
と
も
言
え
る
パ
ト
カ
ー
に
乗

っ
て
、
事
件
、
事
故
に
対
処
し

日
夜
活
躍
η
し
て
い
ま
し
た
。

米
と
り
ん
ご
の
黒
石
市
出
身

で
十
三
は
初
め
て
の
土
地
で
あ

り
、
し
か
も
駐
在
所
勤
務
も
初

め
て
の
経
験
で
す
。

赴
任
す
る
際
、
良

い
面
、
悪

い
面
を

い
ろ
い
ろ
と
聞
か
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
予
想
以
Ｌ
に

風
の
強

い
の
に
は
お
ど
ろ
き
ま

事
件
は
全
く
な

い
し
、
交
通

事
故
も
三
件
と
少
な
く
、
比
較

的
平
穏
を
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
観
光
客
の
入
込
み
が
多

じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思

特
に
、
若
者
の
暴
走
に
よ
る

事
故
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

若
者
の
暴
走
、
飲
酒
運
転
に
歯

止
め
を
か
け
、
村
民
総
ぐ
る
み

で
交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま

③ 広報しうら
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好
天
に
恵
ま
れ
た
村
内
各
小
学
校

の
運
動
会
は
、
六
月
し
、
八
日

斉
に
行
わ
れ
、
前
日
か
ら
精

い
っ

ク
イ
を
打

っ
て

″陣
取
り
″
わ
が

子
の
健
間
に
声
援
を
送

っ
て
い
ま

運
動
会
は
、
そ
の
学
区
に
と

「

こ
の
日
は
、
田
植
え
も
終
わ
り

農
作
業
も

一
段
落
、
漁
民
も
出
漁

を
休
ん
で
応
援
し
、
徒
競
争
や
障

害
物
競
争
、
つ
な
引
き
な
ど
、
ど

の
地
区
で
も
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら

脇
元
小

上・ ころんでも最後まで走るよう
に……開会式

下。まつりのような太田小の運動会

上 。堂々入場行逸する十三小健児

下・ボクもワタシも一生けんめい走り

ました。

上 。鼓笛隊も練習の成果上々でした

下 。相小の太刀振りもかろやかに

上 。ビカピカの一年生にまじつて保

育所の子どもたちも参加

下・ヒゲスタイルで婦人会もハッスル

ソレ、ケッパレ.′

母親も飛び出し熱が入る
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黒
石
市
の
化
学
工
場
に
起
因
す
　
　
が
発
生
し
ま
し
た
。

る
重
油
流
出
事
故
の
発
生
に
つ
い
　
　
　
こ
の
工
場
で
は
、
昭
和
四
十
八

て
は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
も
報
　
　
年
か
ら
消
防
法
に
違
反
し
て
、
無

道
さ
れ
ま
し
た
が
、
去
る
七
月
九
　
　
許
可
で
重
油
貯
蔵
用
の
タ
ン
ク
（八

日
に
は
、
浪
岡
町
の
プ
ロ
ッ
ク
エ

　

キ
ｈ
ど

を
設
置
し
て
い
た
ほ
か
、

場
に
起
因
す
る
廃
油
の
流
出
事
故
　
　
ポ
イ
ラ
ー
室
に
お
け
る
危
険
物
の

十三湖への重油流出をくいとめるため、岩木川にオイ

ルフェンスをはったがその効果はなかった…。

＝
”て

一肇
一一め舞鍵離

使
用
に
つ
い
て
も
町
条
例
に
よ
る

届
出
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
不
法
に
危
険
物
が
取
り
扱
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま

す
。最

近
、
相
次

い
で
こ
の
よ
う
な

油
の
流
出
事
故
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
は
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
こ

と
で
あ
り
、
工
場
、
作
業
場
等
に

お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
と
諸
対

策
の
充
実
が
急
が
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
取
締
り
に
当
た
る
消
防
機
関

の
指
導
も
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

消
防
機
関

（消
防
本
部

・
消
防

署

・
分
署
）
に
お
い
て
は
、
春

・

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
前
後
に
、

毎
年
危
険
物
施
設
の
立
ち
入
り
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
、
危
険
物

（灯
油
、
軽
油
、
重

油
等
）
を
貯
蔵
又
は
取
り
扱

っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
工
場
、
作
業
場

へ
の
立
ち
入
り
検
査
に
つ
い
て
も

あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
危

険
物
の
違
法
貯
蔵
、
不
法
廃
棄
、

流
出
等
に
つ
い
て
発
見
し
た
際
は
、

消
防
本
部
、
消
防
署
、
分
署

へ
通

報
ね
が
い
ま
す
。

斎

藤

教

育

長

死

去

り
出
し
に
教
員
生
活
に
入
り
、
昭

和
十
七
年
に
は
市
浦
村
脇
元
国
民

学
校
長
。
さ
ら
に
脇
元
中
学
校
長

相
内
中
学
校
長
を
歴
任
し
、
昭
和

四
十

一
年
、
小
泊
中
学
校
長
を
最

後
に
退
職
。
そ
の
後
四
十
四
年
に

は
村
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
、
す

ぐ
同
委
員
長
に
就
任
。
四
十
七
年

十
月
か
ら
教
育
長
を
務
め
て
い
ま

前
教
育
委
員
長

の

鳴

海
金

次
郎
氏
も

快
適
な
生
活
環
境
は

一
人

一
人
の
公
衆
道
徳
か
ら

七
月
十
日
午
前
零
時
、
急
性
肺

炎
の
た
め
五
所
川
原
市
の
西
北
中

央
病
院
で
死
去
し
ま
し
た
。
七
十

四
歳
。

斎
藤
さ
ん
は
、
大
正
十
四
年
、

青
森
師
範
事
業
後
、
西
郡
木
造
町

の
林
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
を
振

七
月
十
七
日
午
後
十

一
時
三
十
　
　
ら
に
下
前
小
中
学
校
長
、
脇
元
中

分
、
心
筋

コ
ウ
ツ
ク
の
た
め
公
立
　
　
学
校
長
を
歴
任
し
、
同
四
十
二
年
、

金
木
病
院
で
死
去
し
ま
し
た
。
七
　
　
中
里
中
学
校
長
を
最
後
に
退
職
し

十
二
歳
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

鳴
海
さ
ん
は
、
小
泊
村
下
前
尋
　
　
　
そ
の
後
、
昭
和
五
十

一
年
、
市

常
小
学
校
を
振
り
出
し
に
教
員
生
　
　
浦
村
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
、
五

活
に
入
り
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
　
　
十
三
年
五
月
か
ら
五
十
五
年
二
月

旧
武
田
村
若
宮
小
中
学
校
長
、
さ
　
　
ま
で
教
育
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

吸いがらは灰皿へ…

これも公衆道徳



―
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."・ ち

１
０
お

―

本
県
二
区
選
出

（市
浦
村
相
内
出
身
）
の
衆
議
院
議
員
と
し
て
津
軽
の
地
域
開
発
に
多
人
の
功

績
を
残
し
た
故
三
和
精

一
氏
を
し
の
ぶ
顕
彰
碑
が
旧
十
三
橋
の
ほ
と
り
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
じ
め
、
ゆ
か
り
の
人
た
ち
が
集
ま
り

「
三
和
精

一
先
生
顕
彰
碑
建
立
実
行
委
員
会
」
（増

田
桓

一
会
長
）
を
設
立
し
、
幅
広
く
募
金
活
動
を
行

っ
て
い
た
も
の
で
、
六
月
八
日
午
前
十

一
時

か
ら
遺
族
を
は
じ
め
、
津
軽
地
方
の
市
町
村
長
ら
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席
し
て
現
地
で
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

孫

た

ち

の

手

で

除

幕

故
三
和
精

一
氏
は
、

昭
和
二
十
七
年
、
衆

議
院
議
員
選
挙
に
初

当
選
、
昭
和
三
十
八

年
ま
で
通
算
四
期
活

躍
し
、
そ
の
間
建
設

政
務
次
官
も
務
め
、

五
所
川
原
市
の
乾
橋

架
け
替
え
工
事
、
目

屋
ダ
ム
建
設
十
二
湖

干
拓
、
旧
十
三
橋
な

ど
多
く
の
事
業
を
手

が
け
ま
し
た
が
、
昭

和
三
十
九
年
、
六
十

歳
で
世
を
去
り
ま
し

顕
彰
碑
は
、
今
年

が
故
人
の
十
七
回
忌

に
あ
た
る
ほ
か
、
生

前
そ
の
政
治
力
で
建

設
し
た
十
二
橋
が
永
久
橋
の
完
成

と
と
も
に
役
割
り
を
終
え
、
湖
上

か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な

っ
た
た

め
、
そ
の
由
来
を
長
く
後
世
に
伝

え
る
意
味
も
込
め
ら
れ
て
建
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。

除
幕
式
で
は
、
神
事
に
続
い
て

斎
藤
要
子
ち
ゃ
ん

（七
歳
）
ら
五

人
の
孫
が
除
幕
す
る
と
、
岩
木
山

ろ
く
の
自
然
石
を
利
用
し
た
立
派

な
顕
彰
碑
が
姿
を
み
せ
、
出
席
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

次

い
で
出
席
者
が
次
々
と
玉
ぐ

し
を
奉
典
し
、
碑
の
完
成
を
祝

い

ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
会
場
を
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
祝
賀

会
が
行
わ
れ
た
が
、
増
田
桓

一
会

長
が

「先
生
が
没
し
た
あ
と
の
津

軽
は
、
全
く
寂
し
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
今
さ
ら
な
が
ら
先
生
の

偉
大
さ
が
し
の
ば
れ
ま
す
ピ
と
あ

い
さ
つ
。
次

い
で
山
内
副
知
事
は

じ
め
秋
田
県
議
会
議
長
ら
来
賓
が

「先
生
の
郷
土
発
表
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
は
試
に
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
」
と
そ
の
人
柄
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
語
り
、
故
人
を
し
の
び

集
ま

っ
た
ゆ
か
り
の
人
た
ち
も

「十
三
橋
を
建
設
す
る
こ
と
が
政

治
を
志
す
き

っ
か
け
と
な

っ
た
ピ

と
い
う
先
生
の
碑
は
、
津
軽
に
三

和
精

一
あ
り
き
、
こ
こ
に
十
三
橋

あ
り
き
―
。
ど
後
世
に
伝
え
る
と

と
も
に
、
碑
の
建
立
が
市
浦
村
発

展
へ
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
語
り
あ

っ
て
い
ま

膊 式には津軽地方の市町村長ら関係者約200人

が出席 しました


